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関係する計
画、通知等

自然公園法　第５６条

生物多様性国家戦略2010
環境保全施設整備費補助金交付要綱
環境保全施設整備(山岳環境浄化・安全対策事業)実
施要領

22年度 23年度要求

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

19年度 20年度 21年度

担当課室 国立公園課

上位政策

上杉　哲郎自然環境局

一般会計

担当部局庁

生物多様性の保全と自然との共生の推進

総事業費(執行ベース) 168 176 258

150

執行額

予算額(補正後） 120

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　廃止

　(山岳地帯での景観保持にあたっては、利用者からの料金の徴収や入山規制の強化等を行う等、国が民間の山小屋に対して、ト
イレの整備費用の半分を負担することが真に必要であるかということについて検証するべきであるため、一旦廃止すべき。)

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

　平成13年度に山小屋施設の整備状況について全国の約300件の山小屋を対象に調査したところ、約200件について改
修が必要であるという結果が出ており、本事業により平成21年度までに100件を整備したところである。しかし、依然とし
て百名山ブームなどにより登山者の増加に伴う屋外排泄物や廃棄物の増加などの環境負荷が増大し、また、中高年の
遭難事故が増加傾向にあることから、環境負荷の軽減対策や安全対策は放置できない重要な課題であり、要望額が予
算額を上回っているところである。
　また、これらの山小屋は民間事業者によるものが多いにもかかわらず高い公共的機能を求められており、民間にも補
助が可能な本事業の必要性は高い。

　事業採択に当たって関係都道府県の担当者から事業実施の必要性、有効性等に関するヒアリングを実施している。
また、支出先及び使途については、「環境保全施設整備費補助金交付要綱」や「環境保全施設整備（山岳環境等浄化・
安全対策事業）実施要領」に基づき、補助金の金額の確定時に領収書等の提出を求める等、適切に把握を行っている。
工事の施工状況等については、現地を担当する地方環境事務所等の担当職員が確認している。

事業番号 181

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１１年度山岳環境等浄化・安全対策緊急事業費補助

執行率 56 59 108

平成21年度実績　　合計　8件
①岩手県：十和田八幡平国立公園　1件　②富山県：中部山岳国立公園　4件　③長野県：中部山岳国立公園　2件、八ケ
岳中信高原国定公園　1件

84

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　　国立公園等の山岳地域などの条件不利地（無電、無給排水、無車道等）において民間又は地方公共団体の山小屋
等の事業者が環境浄化対策及び安全対策に必要な下記の①～③の施設の新設、増設等を行う場合に経費の一部を支
援する都道府県を通じた間接補助事業
  ①適正な排水・し尿処理施設（トイレ、処理エネルギーを含む）、②廃棄物の分別・処理施設、③緊急避難、応急医療施
設
　補助率：１／２（１件当たりの事業費の下限は1000万円（国費500万円））

　　国立公園等の山岳地域などに存する山小屋は宿泊場所・トイレや飲料水等の提供、気候急変や急病等による避難
や救護等、登山者の安全確保と適正な利用推進のための役目だけでなく、近年急増する登山者により増大する環境負
荷の軽減対策（し尿・排水の処理や廃棄物の分別・処理など）という公共的な役割を担っている。しかしながら、条件不利
地（無電、無給排水、無車道等）であり、これら公共的機能を十分に発揮する施設整備はなかなか進まない。そこで、こ
れらの環境負荷及び安全等の対策を支援し、国立公園等の優れた自然景観地の保全と利用の安全性・快適性の向上
を図る。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

0150

19年度 20年度 21年度

0 0 40



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

環境省

129百万円

Ｈ 岩手県

15百万円

Ｄ 長野県

57百万円

Ｇ (有)涸沢小屋

20百万円

Ｆ 美ヶ原地域行
政事務組合

14百万円

Ｅ 個人事業者

23百万円

Ａ 富山県

57百万円

Ｃ 個人事業者

26百万円

Ｂ (有)雷鳥荘

31百万円

大汝休憩所改修

（中部山岳国立公園）

補 助 事 業 採 択

直接事業

平笠不動避難小屋改修

（十和田八幡平国立公園）
間 接 補 助間 接 補 助

雲の平山荘改修

（中部山岳国立公園）

美ヶ原自然保護センター

休憩所改修

（八ヶ岳中信高原国定公園）

徳本峠小屋改修

（中部山岳国立公園）

雷鳥荘改修

（中部山岳国立公園）

涸沢小屋改修

（中部山岳国立公園）

三俣山荘改修

（中部山岳国立公園）

19年度 20年度 21年度

0 0 40



現場管理費等 8

汚水処理施設設置に係る人件費
等

4

金　額
(百万円）

汚水処理施設資材購入費等 8

その他 現場管理費等 3 その他

2 労務費

材料費 汚水処理施設資材購入費等 21 材料費

労務費 汚水処理施設設置に係る人件費
等

金　額
(百万円）

費　目 使　途

15計 57 計

汚水処理施設設置に係る人件費
等

7

現場管理費等 3補助金 施設整備費補助金【(有)涸沢小屋】 20

労務費補助金 施設整備費補助金【美ヶ原地域行政事務組合】 14

その他

使　途
金　額

(百万円）

補助金 施設整備費補助金【個人事業者】 23

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

汚水処理施設資材購入費等 5材料費

20

D.長野県 H.岩手県

計 26 計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 31 計

C.個人事業者 G.(有)涸沢小屋

費　目 使　途

14

その他 現場管理費等 4 その他 現場管理費等 2

労務費 汚水処理施設設置に係る人件費
等

14 汚水処理施設設置に係る人件費
等

労務費 3

材料費 汚水処理施設資材購入費等 13 材料費 汚水処理施設資材購入費等 9

B.(有)雷鳥荘 F.美ヶ原地域行政事務組合

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 57 計 23

現場管理費等 6

労務費

その他

汚水処理施設設置に係る人件費
等

補助金 施設整備費補助金【(有)雷鳥荘】 31

補助金 施設整備費補助金【個人事業者】 26

材料費

使　途
金　額

(百万円）

汚水処理施設資材購入費等 8

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

9

A.富山県 E.個人事業者

19年度 20年度 21年度

0 0 40


